


保津・宮古遺跡　第31次調査
遺跡中央部の調査。弥生時代の穴や古代・中世

の井戸などを検出した。弥生時代の穴は、前期前半

のもので集落の成立を推定する上で重要である。ま

た、古代・中世の遺構が現在の保津環濠集落の東

側に展開していることも判明した。

十六面・薬王寺遺跡　第21次調査
遺跡南西部の調査。古墳時代の建物跡や古代の水

田跡、中世の建物跡・井戸2基などを検出した。特に中

世の井戸では、曲げ物容器を転用した井戸枠をもつも

のがある。これらの井戸からは瓦器、土師器小皿などが
▼▼・ヽ▼・トヽ

多量に出土した。また、墨書をもつ山茶碗も存在する。
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笹鉾山1号墳　第4・5次調査
前方後円墳の規模・範囲を確認する調査。後円

部南側と北側、前方部の南側で、二重周濠を確認し

た。周濠は、古代に埋没するが、この時期の土器や

土居、馬歯などが出土しており、この時期の祭祀が執

り行われていたようである。

E一＿＿＿＿⊥悲＿＿＿＿＿

阪手仁王前追跡　第1次調査
遺跡北端の調査。小字名から中世寺院の存在が

推定される遺跡である。調査では、多量の瓦が出土し、

寺院境内あるいは近接地であったことが判明した。調

査区南端には12世紀前半の油状遺構があり、その

北側では井戸を検出している。
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日光寺推定地　第4・5次調査
遺跡中央部の調査。小字名から中世寺院の存在

が推定される追跡である。12世紀後半の穴や溝、柱

穴を検出した。穴からは、瓦器や白磁碗・小皿などが

出土した。2つの調査区で検出した溝は、屋敷東と西

を囲む溝と考えられる。

寺内町遺跡　第8次調査
遺跡南東部の調査。調査地の北側には楽田寺が

存在しており、今回の調査では、中世の楽田寺関係

と近世の町屋関係の遺構を検出した。特に、近世未

の穴から出土した焙烙やその型、柱穴から出土した泥

面子は多量にあり、それらの製作が推定される。

唐古・鍵遺跡　第94次調査
遺跡西端の調査。調査では、ムラを囲む弥生時代

中期から古墳時代前期まで維持された環濠を積出し

た。環濠からは、各時期の土器とともに木製槽が出

土した。このほか中・近世の建物跡や井戸も見つかっ

ており、唐古南氏居館関係の遺構と考えられる。

唐音・鍵遺跡　第93次調査
遺跡北西部の調査。3年間に及ぶ調査で、大型建

物跡の全容が判明。このほか、弥生時代前期から古

墳時代前期にわたる生活遺構を検出した。遺物では、

打製石菱が装着された木製の柄や銅鐸形土製晶、

銅録など重要遺物が出土している。

唐音・餞遺跡　第98次調査
遺跡中央部の調査。唐古池の南側にあたり、微低

地と推定していたところである。調査では、弥生時代

前期の木器貯蔵穴、中期の区画溝や竪穴住居の桂

根などを検出した。また、遺物では、伊勢湾岸地域の

条痕塵や玉砥石が出土している。

唐古・鍵追跡　第96次調査
遺跡南西部の調査。調査では、唐古南氏居館推

定地あるいは南西に隣接する八阪神社に関係すると

考えられる中世から近世の大溝や穴を検出した。これ

らの遺構に切られるように弥生時代前期・中期の区

画溝や穴も見つかっている。
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大型建物跡の遺構平面図

第74次調査の
大型建物跡

1999年の第74次調査で

検出した大型建物跡は、

唐古・鍵追跡で初めて見つ

かったものである。南北陳で

梁間2間（7m）、桁行5間

以上（11．4m以上）の規模

である。この建物跡は、弥

生時代中期初頭に属するも

ので、独立棟持柱を有する

総柱形式という特徴をもっ

ていた。柱はケヤキの側柱

3本とヤマグワの棟特権1

本が残っていたが、他の柱

は抜き取られていた。ケヤ

キの柱は、直径60cmもあ

る巨大なものである。この

建物跡は、唐古・鍵ムラを

大きく因む大環濠が掘削さ

れる以前のもので、西地区

の中枢的な施設と推定され

ている。

l4myo′

2例日の大型建物跡は、

3年に及ぶ調査で全容解明

2001年の第84次調査、2002年の第

89次調査、2003年の第93次調査の3

年にわたる調査で2例日の大型建物跡

の全容が明らかになった。建物跡が

立地する調査地は、遺跡北西部の微

高地にあたる。本地の南東側には区

画溝があって低くなっている。この区画

溝の延長の第80次調査では、ヒスイ

勾玉2点を納めた褐鉄鉱容器が出土し

ている。また、微高地の北西側では

竪穴住居群と環濠が巡る。

特殊な柱構造をもつ大型建物跡

この建物跡は、北東一南西方向に

軸をもつ平面長方形で、梁間2問（6

m）、桁行6問（13．2m）の規模である。

独立棟持柱を持たないが、第74次調

査例と同様に総柱形式という特徴を

有している。この建物跡では、東側

柱列の基本となる柱7本以外に3本の

間柱が存在している。この間柱は、

後から据えられていることから、建

物が傷んだためにこのような構造に

なったと推定される。

この建物跡は、弥生時代中期中頃

に属するもので、柱は、直径45～83cm

のケヤキが使われていた。

弥生時代最大級のケヤキ柱

この大型建物跡には、18本のケヤ

キ柱が残存していた。これらの柱の

うち、最も太いのが北西隅のケヤキ

柱である。残存長250cm、直径83．2cm

を測り、年輪は110年分あった。

この柱の下部には、長辺25～40cm
めどあな

短辺18～25cmの長方形の日渡穴が、

二孔一対で2カ所に開けられていた。

この目渡穴には、柱運搬時に使用し

たと考えられる10本前後の蔓が残存

していた。

似丁き篭蓼
j℡イ事

大型建物跡の柱穴から出土した土器（第93次調査）

大型建物跡の年代

一般的に遺構の時期決定

は、その遺構から出土した

土器や検出遺構面、隣接あ

るいは重複（切り合い関

係）する遺構で判断される。

今回の第93次調査で検

出した大型建物跡の時期は、

柱穴から出土した土器で決

定した。柱穴から出土した

土器は、弥生時代中期中頃、

土器編年の型式としては、

大和第Ⅲ－1様式である。

また、建物が解体される

時期が大和第Ⅲ－2様式に

なる可能性がある。このこ

とから大型建物跡は、数十

年使用されていたのであろう。
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唐音・鍵追跡の
青銅器工房跡

唐古・鍵遺跡では、これ

まで遺跡東南部にあたる第

3次・61次・65次調査地で、

青銅器鋳造関係遣物が出土

し、また、第65次調査で

は炉跡状遺構の検出から本

地付近が青銅器の工房跡と

推定してきた。この地区で

は、銅鐸の石製鋳型2点（同

一個体）、土製鋳型外枠、

送風管、高坪状土製晶（取

瓶）、鉱津、銅鐸片など各

種鋳造関係の遺物が揃って

おり、この地区での中期未

から後期初頭の青銅器生産

は確実であった。

l6｝独rOl

唐古・鍵遺跡3例日の

銅鐸の石製鋳型

第93次調査において、銅鐸の石製

鋳型が中世の農耕用の素掘り小溝か

ら出土した。後世の遺物と混在する

状況で出土したことから、本来の時期・

出土地点は不明である。破片となっ

た鋳型は、既に砥石に転用されており、

わずかに鋳型面を残す程度である。

鋳造された銅鐸は限定できないが、

およそ40cm台の4区袈裟禅文銅鐸と

推定される。この調査区では、これ

以外の青銅器鋳造関連遺物は出土し

ておらず、青銅器の工房跡が本地に

もあったかは疑わしい。

鹿と魚の線刻をもつ銅鐸形土製晶

銅鐸形土製晶は、唐古・鍵遺跡か

らこれまで16例出土しているが、絵

画を有するものは少ない。今回の銅

鐸形土製晶は、復元すれば約14cmの

高さになるもので、銅鐸形土製晶と

して大きい部類に入る。A面には横

帯文の下に鹿が、B面には4区袈裟樺

文の下に魚を線刻する。唐古・鍵ム

ラの工人が鋳造、あるいは保有して

いた銅鐸を模したのであろうか。

銅鐸の石製鋳型とその復元図（第93次調査）

くず

一括廃棄されたサヌカイトの屑

唐古・鍵遺跡では、これまでにサ

ヌカイトの原石や石器製作ででた屑

がまとまって出土している。

第93次調査においても、3～30mm

のサヌカイト屑約10．7kgが穴に一括

廃棄されていた。これほどまとまっ

て出土した例はない。サヌカイト屑

の一括廃棄は、集落の北地区に多く

みられ、この地区で石器製作をおこなっ

ていたことを示す資料である。

まとまって出土した玉造りの道具

唐古・鍵遺跡における玉造りの実

態はよく判っていない。これまでの

玉造り関係の遺物は少なく、点在し

ていた。

今回の第98次調査では、玉素材に
いし

擦りきり溝を入れ分割するための「石
のこ　　　　　　　　くだたま

鋸」や角柱の管玉を丸く管状に成形

するための筋状の溝をもつ「玉砥石」

がまとまって出土した。このことか

らこの周辺に玉造り集団の地区が想

定される。

石庖丁が多く出土する

ムラの中央部

石庖丁は、唐古・鍵遺跡でも比較

的多く出土する遺物である。第98次

調査でも38点の石庖丁や大形石庖丁

が出土した。本調査区の西20mでお

こなった第53次調査においても98点
の石庖丁が出土しており、集落全体

の中でこの中央部の出土比率は高い。
このような量の多さが何を表してい

るのかは不明である。
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微細なサヌカイトの屑（第93次調査）

1確細

石鋸とその素材の紅簾片石（上段）、玉砥石（第98次調査）

■事細　　●●
結晶片岩製の石庖丁や紡錘車など（第93・97・98次調査）



盾と党をもつ人物

弥生時代の絵画土器のな

かに、「盾と覚をもつ人物」

を描いたものがある。佐賀

県川寄吉原遺跡の銅鐸形土

製晶、大阪府平野遺跡、奈

良県唐古・鍵遺跡（第1次

調査）、清水風遺跡の絵画

土器や奈良県石上2号銅鐸

などにみられる。

特に清水風連跡の絵画土

器には、他に大型建物や魚、

矢負いの鹿などが並列的な

構成で描かれ、弥生のまつ

りを考察する上で重要な遺

物になっている。このよう

に時期や地域が異なりなが

らも共通する意匠を有して

いる点は重要である。弥生

時代のまつりの所作には、

頭に羽飾りをつけた男が模

擬戦を演じるような行為が

あったのだろう。

l8　myo′

鹿と烏の線刻の下絵に

盾をもつ人物

唐古・鍵遺跡では、絵画土器が多

く出土する。第93次調査でも壷の胴

部に線刻をもつ破片が出土した。線

刻は、細描きと太描きの2種があり、

細描き線はナデ消されているが、消

しもれた部分には「盾をもつ人物」

が観察できる。その後、この細描き

線の上に太いへラで鹿と鳥を描き直

している。

「盾をもつ人物」の全体は不明で

あるが、本来はもう一方に「尤」を

もっていたのであろう。下絵と遣う

絵を描いた理由は不明であるが、こ

の人物は、清水風遺跡の類例から祭

祀を司る重要な人物であることは間

違いない。

こたいもん

特殊な文様・弧帯文鳳のデザイン

弥生時代後期、吉備地域の器台や

石製晶につけられた特殊な文様で、

数条の弧線を組み合わせ帯状に展開

している。

唐古・鍵遺跡では、第13次調査で

出土した異形高塀や第14次調査の壷

などにもみられる。今回出土したも

のは、高塀の脚部に描かれたもので

ある。

人・鹿・鳥が描かれた土器（第93次調査）

弧詩文の描かれた高杯（第99次調査）
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伊勢湾岸地域の奮
（第98次調査）

清水確保のための祈り

井戸は、生活用水を確保するため

に欠かせない。唐古・鍵ムラでも多

くの井戸が掘削された。井戸の多く

は素掘りの井戸で、数年経てば埋没

してしまう。その埋没過程で、たく

さんの完全な形の土器を投棄している。

これは、井戸の清水を使うことがで

きたことの「水の神」への感謝のた

めに供えられたのだろう。

全容がわかる伊勢湾岸地域の嚢

唐古・鍵遺跡では、各地から運ば

れてきた土器が多い。弥生時代中期
ないけい

初頭には、伊勢湾岸地域の壷や内傾

口緑土器が多く、賓は少ない。今回

出土した賓は、全体の形がわかるも

のとして重要である。

嚢の外面は煤が付着して見にくいが、
かほんか

禾本科の植物茎を原体にした調整具
じよう

で土器表面をナデており、いわゆる「条
こんがめ

痕審」と呼ばれるものである。

各地から運ばれてきた土器（左から瀬戸内、摂津、伊勢湾岸、河内、近江）（第98次調査）

井戸から出土した土器（第93次調査）



笹鉾山1号墳は、田原本町八尾に所在する。盆地低地部で墳丘が残る前方後円墳として貴重

な存在である。これまでに5回の調査をおこない二重周濠を有する全長約97mの古墳であるこ

とが判明した。また、本境の北西22mには馬と馬子の埴輪がセットで出土した円墳の2号境が

存在する。

1次調査

第4次調査

第4次調査は、後円部の南側と北側

を調査し、後円部の規模が直径32m

であることが判明した。北側の調査

区では、内濠が埋没した後、近世に

濠を掘りなおし、溜池として使われ

ていたことが判明した。

南側の調査区では、墳丘から転落

した家形埴輪や円筒埴輪、須恵器が

出土している。家形埴輪の破片には、

切妻造りの屋根部分や基底部がある。

また、奈良時代の土馬や須恵器も

出土しており、この時代にも祭祀を

おこなっていた可能性がある。

第5次調査

第5次調査は、前方部の南側2カ所

を調査した。第1トレンチでは、二重

周濠を確認した。外濠では、須恵器

の大審と短頸壷が出土した。これは、

外堤で古墳祭祀をした土器が濠に転

落したものであろう。

笹鉾山2号墳

用水路整備に伴う発掘調

査で、初めて明らかになっ

た径約20mの円墳である。

墳丘部分は、既に削平を受

け、周濠部分のみが残存し

ていた。南側の周濠からは、

馬形埴輪や人物（馬子）埴

輪のセット、円筒埴輪、盾

形木製品、笠形木製品が出

土した。特に馬と馬子の埴

輪は、セットとしてわかる

良好な資料である。

llO goダぴⅣ

4次一第1トレンチ

5次一第1トレンチ

5次一第2トレンチ

外涼SD－102 一十≠二も

j内濠SD－10

家形埴輪の基底部

須恵器の小壷（奈良時代）

6世紀後半から10世紀初

頭まで製作された土製の尾

形である。古墳時代の土馬
おもがい

は、鞍や面紫を表現した飾

り馬が多かったが、奈良時

代には省略された表現にな

る。平城京や長岡京など古

代都城遺跡から多く出土し

ている。
かたしる

生きた馬の「形代」とし

て水神に供えるため、ある

いは行痩神を他界に送り出

すために作られたものと考

えられている。

当



墨書土器（十六面・薬王寺遺跡）

瓦器塊・皿と土師器小皿（十六面・薬王寺遺跡）

紅が付着した白磁皿と瓦器椀（保津・宮古遺跡）

l12振田mA′〟び尺0励Cが′

田原本町には、平安時代から室町

時代にかけての遺跡が多数存在して

いる。これらの遺跡のなかには、小

字名が「・・・垣内」や「・・・ヤ

シキ」など居館や集落があったこと

を推測させる地名を残すものや、条

里制で整備された長方形の水田でな

く矩形の畑地になっているところが

ある。中世文書から在地武士の存在

が考えられ、これらの遺跡は、彼ら

の居館の可能性が高い。

じゆうろくせん　やくおうじ

十六両・薬王寺遺跡　第21次調査

十六面・薬王寺遺跡は、田原本町

の西方、大字十六面と薬王寺にまた

がる弥生時代から近世にかけての複

合遺跡である。それぞれの地区で、

中心となる時代と性格が異なる。

今回の調査地は、十六面集落の南
側にあたる。この付近では、以前に

第5次調査を実施し、古墳時代や鎌倉

時代の井戸を検出している。今回の

調査でも同時代の遺構を検出しており、

この時代の集落が推定できる。鎌倉
ま　　もの

時代の井戸は、曲げ物容器の底を抜

いた枠を井戸枠として利用したもので、

7段積上げたりっぱな井戸である。

保津・宮古遺跡　第31次調査

保津・宮古遺跡は、田原本町の西方、

大字保津と宮古にまたがる縄文時代

から近世までの複合遺跡である。

現在の保津集落は、「環濠集落」

として有名であるが、この集落の形

成がいつ頃から始まったのか、また、

環濠がいつ掘削されたのかは、わか

っていない。

第31次調査地は、保津環濠集落の

外側にあたる東端で実施した。この

調査では、平安時代から鎌倉時代の

井戸が検出されており、環濠形成以

前の集落が本地を含め、周辺に展開

しているようである。

田原本町には、小字名から寺院が存在したことを推測できる遺跡が多数存在している。今臥

調査した日光寺推定地と阪手仁王前遺跡もそのひとつである。

日光寺推定地　第4・5次調査

日光寺推定地は、田原本町の南方、

大字千代に所在する遺跡である。小

字名には「日光寺」や「中殿」、「今

堂」などの地名が残っていることから、

中世寺院の存在が推定されている。

これまでに3回の調査を実施し、

鎌倉時代から室町時代の溝や柱穴を

検出した。

第4・5次調査では、寺院に付設す

る屋敷を囲む溝と推定される遺構を

検出している。

阪手仁王前遺跡　第1次調査

阪手仁王前遺跡は、阪手北集落と

阪手南集落のほぼ中間に位置し、小

字名には「仁王前」や「カワラド」

の地名が残っており、これら地名か

ら中世寺院の存在が推定されている。

本遺跡内には、阪手カバウト遺跡

の墳墓地があり、発掘調査では中世
どこうぽ

の大溝や土墳墓、近世から近代にか

けての民間信仰「クサガミサン」の

祭祀跡を検出している。

阪手仁王前遺跡の調査としては、

今回初めてで、柱穴や井戸、油状遺

構を検出した。

白磁碗・皿と瓦器娩・小皿、土師器小皿（日光寺推定地）
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田原本寺内町は、1600年平野氏初代の長泰がこの田原本に教行寺を誘致し、経営させたこと

に始まる。しかし、2代目長勝は、この教行寺を退去させるとともに、陣屋の造営と教行寺の

跡地に浄照寺と本誓寺をいれ、陣屋町を造ったとされる。

しかし、これまでの調査から、この寺内町遺跡では、鎌倉から室町時代の遺構を検出してお

り、当期の集落が存在していたことがわかっている。また、遺跡の南側には、『大乗院寺社雑

事記』に記載される楽田寺があり、勢力を誇っていた。

今回の調査地は、この楽田寺の南側で、平安時代から室町時代の遺構遣物が検出され、楽田

寺関係のものと推察される。また、19世紀代の柱穴や穴が検出されているが、これは楽田寺の

衰退とともに町屋へと変化した遺構と考えられる。

焙烙

l14gか0

ほうらく

焙格と型が多量出土

焙烙は、近世において土鍋から変

化したものである。土師質で浅い鍋

の形態を呈する。底の部分は、厚さ

2mm程度に薄く作られ、ゴマや豆・

茶などの焙煎に使われた。

今回出土した焙烙は、煤の付着し

ていない未使用のものが多数含まれ

ており、製作後になんらかの原因で

破損したものを一括廃棄したもので

あろう。

また、焙格の型は、やや厚手の皿

形を呈している。焙烙の底部分を型

づくりするものである。内面には、

製作時に付着した粘土が残ったまま

ものがある。

どろめんこ

泥面子もまとまって出土
ぜにうち

泥面子は、銭を投げて当てる「意銭」

という平安時代の遊びに系譜がある

といわれているものである。江戸時

代後期になると泥面子を用いた子供

の遊びとして急速に発達した。、

今回の第8次調査では、建物柱穴か

ノら泥面子1＿90点ギ出土も二‾例の奄し、車

のちあノる0柱穴に甘ぜ理めたの躯ま
わからない。
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